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研究成果の概要（和文）：「人間は，どのようにして今までに存在しない新しい概念を創出して

いるのか？」という問いに向けて，デザイン創造における概念融合の位置づけの明確化と概念

融合プロセスの体系化を行った。デザインタスクと解釈タスクの比較実験により，デザイン創

造に関係すると指摘されてきた類推と比較し，主題的な関連付けと，整列不可能な差異性に着

目した特徴への注目による概念融合がより高い独創的な産物の生成に寄与することが分かった． 

 
研究成果の概要（英文）：The important question “how do we create a novel concept, which 
does not exist now?" has been discussed in design cognition studies for a long time. 

This research aimed to clarify the concept blending in design. This research aimed also 

to systematize the processes of the concept synthesis. We conducted a set of the 

experiments comparing design task and interpretation task. Based on the results of the 

experiments, we identified the concept blending as more effective than analogical 

reasoning in design. Further, we found out the recognition of "non-alignable difference" 

between the two base concepts enhances the creative design. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1) デザインにおける創造的認知の研究にお

いて，二つの概念を組み合わせて新しい
概念を創出することができることが指摘

されていた． 
(2) さらに，こうした概念の組み合わせによ

るイノベーティブな発明の実例として，
折る刃式カッターナイフの例が報告され
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ていた． 
(3) しかしながら，このようにデザインにお

いての有効性が指摘されてきたにもかか
わらず，概念の組み合わせによる新しい
概念の創出について，その詳細なプロセ
スは明らかにされてこなかった． 

(4) 一方，認知言語研究においては，
Fauconnier により，日常の談話を対象に，
スペースの融合によって新しい意味空間
が創出され，そこにおいて新たな意味の
生成が起こることが指摘されていた． 

(5) Wisniewski らは，合成語の解釈におけ
る基本的なパターンを指摘しており，
Hybrid といわれる二つの基底概念の合
成がことばの解釈においても理論上では
ありえる考えられるが，ごく稀な現象で
あることを報告していた． 

(6) 永井らは，2 年前に，上記の認知言語研
究の知見からヒントを得て，主題的な関
連付けによる概念の合成がデザインの創
造性に寄与することを明らかにしていた．
この知見を基礎に，概念合成によるデザ
イン創造を合成語の言語解釈と比較する
ことで，デザインに寄与する概念合成の
思考パターンとプロセスを特定する方法
を着想するに至った． 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は「人間は，なぜ今までに存
在しない新しいもの（概念）を生成すること
ができるのだろうか？」そして，「どのよう
にして創造性の高い概念を創出しているの
か？」という課題に接近することであった． 

具体的には，認知言語学の領域では重要性
が指摘されているものの，創造的思考として
これまで具体的には明らかにはされてこな
かった，概念合成によって新しい概念を創出
する思考のメカニズムとその特徴を明らか
にすることを目的とした． 

まず，デザインにおける概念合成プロセス
の体系化を目指した．また，その根拠となる
事例も収集した． 

次に，デザインという創造的思考プロセス
中での「概念の組み合わせ方」に着目し，ど
ういうときに，どのような新しいアイデアが
生じるかをとらえ，そのメカニズムを追究し
た． 
 さらに，ことばの解釈と比較し，デザイン
の創造の思考過程の特徴を抽出した．先行研
究の「似ていない概念同士の組み合わせが新
規なアイデアの創出に結びつく」との報告を
ヒントに，新規性の高い概念の創出に至る概
念間の組み合わせのパターンと，その合成の
過程について，より詳細に探ることを目指し
た． 

 
３．研究の方法 
(1) 文献調査 

本研究の遂行のために，デザインの創造
性に関する文献調査を行い，デザイン認
知研究における類推や問題解決研究の他
に，概念の生成に寄与する認知プロセス
に関する最新の知見を追究した． 

(2) デザインプロセスのモデル 
概念辞書データベースをもちいて，語の
組み合わせによる概念レベルでのデザイ
ン創造のモデルを検討した． 

(3) 事例収集 
概念を組み合わせて創造したデザインの
事例を，文献及び実社会の事例を調査し，
収集した．特に，そのプロセスが記録さ
れている資料を収集した． 

(4) 理論的考察と概念合成プロセスの体系化 
二つの基底概念の組み合わせで新しい概
念を生成するデザインの創造的思考を理
論的に考察し，アナロジー，融合，主題
的関係による統合という基本的な思考パ
ターンを分類し，デザインにおける概念
の組み合わせタイプとして体系化した． 

(5) 実験 
体系化した思考パターンと概念の組み合
わせタイプに基づき，二つの基底概念の
組み合わせで新しい概念を生成するデザ
インの一連の実験を計画する．デザイン
に特徴的な思考パターンを求めるために，
合成語の言語解釈タスクとデザインタス
クとの比較で，どの思考パターンがデザ
インにより強く関連し，また，創造性の
高い生産物の産出に寄与しているかを追
究する方法をとった．さらに二つの基底
概念の関係をどのように認識したときに
どのような思考パターン，そしてどのよ
うな結果に結びつくかを確かめるために，
共通性，整列可能な差異性，整列不可能
な差異性の三つを用いてモノの見方との
関連を検討した． 
実際のデザイン教育機関に協力を求め，
実験を行った．具体的には被験者に，次
の３つのタスクを行うよう求めた：（１）
新規な名詞—名詞句を解釈するタスク，
（２）同じ名詞―名詞句から新しい概念
をデザインするタスク，（３）２つの名詞
の間の類似性と差異性を列挙するタスク． 
実験の手順は下図のとおり． 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
(6) 創造性評価 

得られたデザインタスクの回答から，被
験者のデザインアイデアについて，専門
的デザイナー，教育者や一般人など複数
の評価者が評価した．具体的にはデザイ
ン成果物は，Finke らの創造性評価の方
法に従い，実用性（そのアイデアは実現
可能であるか，有用であるか）と独創性
（そのアイデアは革新的で新規性である
か）の観点から評価した．１１名の評価
者が，A グループと B グループの 22 名
分の成果物について，５段階評価 (1: 低
い–5: 高い)を行った. 

(7) 分析 
実験により得られた回答は，モノの見方
のタイプ（共通性，整列可能な差異性，
整列不可能な差異性），概念の組み合わせ
のタイプ（類推型，合成型，主題的統合
型），創造性（独創性および実用性），創
発性の観点から分析した．創造性につい
ては，デザイン成果物を独創性と実用性
の観点から評価者により評価することに
加えて，列挙された特徴が創発されたも
のであるか否かについても分析した． デ
ザインプロセスを解釈プロセスと正確に
比較するために，解釈課題および類似性
と差異性の列挙課題の分析には，デザイ
ン課題の回答のみを用いることにした． 
分析の結果，デザインにおいて創造的概
念生成プロセスに寄与する要因は概念の
組み合わせのタイプでは合成型の概念融
合（concept blending），モノの見方にお
いては整列不可能な差異性であることが
分かった．さらに，整列不可能な差異性
は，概念合成における創造性に関係して
いることも分かった． 
分析の結果を示す二つのグラフを以下に
示す． 
 

 
４．研究成果 

デザインにおける概念合成プロセスの基
礎的知見を考察し，デザインにおける概念
の組み合わせタイプを体系化した． 

次に，デザインという創造的思考プロセス中
での「概念の組み合わせ方」に着目し，人間
の認知における比較プロセスに基づきモノ
の見方のタイプを共通性，整列可能な差異性，
整列不可能な差異性という方法で分類した． 
さらに，上記の体系と分類を用いることで，
合成語の解釈と比較し，概念融合（concept 
blending），と整列不可能な差異性という，
デザインの創造の思考過程の特徴を抽出し
た． 
実験で得られた上記の結果に基づき，デザイ
ン創造の支援方法や，教育方法，デザイン方
法論への応用を検討した．今後，さらに展開
していくことが可能である． 
また，本研究の成果について，国際学会等で
の公開，海外の研究機関からの招聘を受けた．
今後の議論がさらに深まると期待される． 
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